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大雨によって重大な災害が起こる
おそれがあると予測される場合。

大雨警報
（浸水害） （土砂災害）

大雨注意報
大雨によって災害が起こる
おそれがあると予測される場合。

上記に併せて、洪水注意報・洪水警報が発表されます。

大雨注意報・
警報の 
発表基準 

大雨情報をキャッチ！
こんなときのわが家の安全対策。

雨の強さと降り方
10以上～20未満
雨の音で話し声がよく聞
き取れない。

20以上～30未満
ワイパーを速くしても見づ
らい。側溝や下水、小さ
な川があふれる。

山崩れ、がけ崩れが起き
やすくなり危険地帯では避
難の準備が必要。

マンホールから水が噴出す
る。土石流が起こりやすい。
多くの災害が発生する。

雨による大規模な災害の
発生する恐れが強く、厳
重な警戒が必要。

30以上～50未満 50以上～80未満 80以上～

風の強さと吹き方
10以上～15未満

風に向かって歩きにくくなる。
傘がさせない。

15以上～20未満
風に向かって歩けない。
転倒する人もいる。

20以上～25未満
しっかりと身体を確保しないと転
倒する。風で飛ばされた物で窓
ガラスが割れる。

25以上～
立っていられない。
屋外での行動は危険。
樹木が根こそぎ倒れはじめる。

台 風
日本には毎年多数の台風が接近あるいは上陸し、たびたび大きな被害をもたらします。
台風の接近が予想される際は、台風情報に十分注意し、被害のないように備えることが必要です。

集中豪雨
。すまいてれわ言もと」雨豪ラリゲ「、でとこる降が雨の量多てし中集に間時短に的発突、に域地たれら限、は雨豪中集

発生の予測は比較的困難で、河川の氾濫、土砂崩れ、がけ崩れなどによる大きな被害をもたらすことがありますので、
気象情報に十分注意し、万全の対策をとることが必要です。

（1時間雨量：mm）（1時間雨量：mm）

（平均風速：m／秒）（平均風速：m／秒）

数年に一度程度しか発生しないような短時間の大雨を、地上の雨量計により観測したり、気象
レーダーと地上の雨量計を組み合わせ分析したりしたときに、各地の気象台が発表します。その
基準は、1時間雨量が100mmと奈良地方気象台で決めています。この情報は、大雨警報発表時
に、現在の降雨がその地域にとって災害の発生につながるような、稀にしか観測しない雨量であ
ることをお知らせするために発表するもので、大雨を観測した観測点名や市町村等を明記してい
ます。

●記録的短時間大雨情報とは

大きさ 風速15m/s以上の半径

大型（大きい）

超大型（非常に大きい）

500km以上800km未満

800km以上

強い
非常に強い
猛烈な

33m／s以上44m／s未満
44m／s以上54m／s未満
54m／s以上

強さ 最大風速

風水害対策
大雨や強風はわたしたちに何度も大きな災害をもたらしています。
ふだんから気象情報に十分注意し、避難の際もみんなで協力しましょう。
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危険箇所内の重要性の高い箇所について

土砂災害警戒情報とは

土砂災害警戒情報が発表されていなくても、ふだんと異なる状況「土砂災害の前兆」に気付いた場合には、直ちに周
りの人と安全な場所へ避難してください。日頃から危険箇所・避難場所、避難経路を確認しておくことも重要です。

害災砂土「、ていつに所箇い高の性要重の内所箇険危、し施実を査調礎基に的画計が県良奈、きづ基に法止防害災砂土
特別警戒区域」と「土砂災害警戒区域」の指定及び見直しを行っていく予定です。

地中にしみ込んだ水分が土の抵抗
力を弱め、雨や地震などの影響に
よって急激に斜面が崩れ落ちるこ
とをいいます。がけ崩れは突然起き
るため、人家の近くで起きると逃げ
遅れる人も多く、被害者の割合も高
くなっています。

山腹・川底の石や土砂が長雨や集
中豪雨などによって一気に下流へ
と押し流されることをいいます。そ
の流れの速さは規模によって異な
りますが、時速 20～40km という
速度で一瞬のうちに人家や畑など
を壊滅させてしまいます。

斜面の一部あるいは全部が、地下水
の影響と重力によってゆっくりと斜
面下方に移動する現象のことをいい
ます。一般的に移動土塊量が大きい
ため、甚大な被害を及ぼします。また
一旦動き出すと、これを完全に停止
させることは非常に困難です。

ズーン！
ドーン！
ゴー！

土 石  流

地すべり

土砂災害の種類

※上記は一般的な前兆現象です。すべての場合において必ず起きるというものではありません。ふだんと違い、少しでも身に危険を感じたら避難するようにしましょう。

土砂災害 特別警戒区域（レッドゾーン） 建築物に損壊が生じ、住民に著しい危害が生じ
るおそれがある区域

土砂災害 警戒区域（イエローゾーン） 土砂災害のおそれがある区域

土砂災害警戒情報は、大雨警報(土砂災害)が発表されている状況で、土砂災害発生の危険度がさらに高まったときに、市
町村長の避難勧告等の判断を支援するよう、また、住民の自主避難の参考となるよう、対象となる市町村を特定して警戒
を呼びかける情報で、都道府県と気象庁が共同で発表しています。
土砂災害危険箇所・土砂災害警戒区域等にお住まいの方は、特に早めの避難が重要です。お住まいの自治体からの避難
に関する情報に留意するとともに、土砂災害警戒情報を自主避難の参考にしてください。土砂災害警戒情報が発表された
ときは、対象市町村内で土砂災害発生の危険度が高まっている領域を土砂災害警戒判定メッシュ情報（気象庁HP）でご
確認ください。周囲の状況や雨の降り方にも注意し、危険を感じたら躊躇することなく自主避難をお願いします。 

がけ崩れ

。いさだく照参ごを例凡るいてし載掲に面図地はていつに色るいてし用使に」ンーゾーロエイ「」ンーゾドッレ「の面図地書本※

土砂ハザード情報について
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